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編集後記

　今号の特集「始原天体研究のこれまでとこれから：
探査を仲介とした異分野交流」のゲストエディターを
務めさせて頂きました中村良介です．はるかな昔に編
集幹事を担当していたこともあるのですが，往事の記
憶は完全に失われている上に編集環境もすっかり様変
わりしており，田中編集長はじめ関係者の皆様には御
世話になりどおしでした．本当にありがとうございま
した．　
　昨年，衝突研究会に続く学会内の分野横断的な活動
として，小天体探査研究会が立ち上がりました．キッ
クオフとして　11月20日に東大総合博物館で開催され
た第6回始原天体研究会には，30人あまりの方々が参
加してくれました．比較的小規模だったおかげで，地
上観測・宇宙望遠鏡観測・その場探査・物質分析とい
った様々な分野の研究者が，納得のいくまで議論ので
きる場になりました．今号の特集に掲載されておりま
す薮田さん・竹内さんの記事から，その雰囲気の一部

を感じ取って頂ければ幸いです．次回以降は，太陽系
形成論・衝突実験・流星観測をしている方々にも参加
をよびかけ，今後の小天体探査に向けた分野交流の場
として定着させたいと考えています．
　「はやぶさ」が無事に戻ってくるかどうか，まだま
だ予断は許されない状況ですが，探査機の帰還および
サンプルの回収に向けた関係者の準備は粛々とすすめ
られています．内之浦からM-Vで旅だってから早7年，
2005年のイトカワとのランデブーから数えてもすでに
5年が経っています．無事にサンプルを入手できれば，
その分析結果を地上＋その場のリモートセンシングデ
ータと総合的に解釈することで，我々の太陽系始原物
質に関する理解は新たな段階へと踏み込むことになる
でしょう．6月にはオーストラリアに出かけて，はや
ぶさの帰還を見届けたいと思っています．

（中村 良介）


